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ミ
ド
リ
ム
シ
は
小
学
校

の
教
科
書
に
も
登
場
す
る

微
生
物
で
、
植
物
の
よ
う

に
光
合
成
で
生
育
し
つ
つ

も
動
物
の
よ
う
に
動
き
回

る
変
わ
っ
た
存
在
で
あ

る
。
実
は
ミ
ド
リ
ム
シ
に

は
、
体
内
に
取
り
込
ん
だ

グ
ル
コ
ー
ス
（
ブ
ド
ウ

パ
ラ
ミ
ロ
ン
活
用

技術で
末

＠ 
ー産総•Illの挑戦一

ミ
ド
リ
ーム
ジ
接
着
剤

糖
）
を
連
結
し
、
非
常
時

の
栄
養
源
と
な
る
貯
蔵
多

糖
と
し
て
乾
燥
細
胞
重
量

の
7
0
％
以
上
も
た
め
込
む

性
質
が
あ
る
。
ミ
ド
リ
ム
大
量
に
培
養
可
能
な
の
入
の
効
率
が
良
く
、
使
え
―
つ
に
パ
ラ
ミ
ロ
ン
脂
肪
で
き
る
。
選
択
す
る
脂
肪
i

シ
が
た
め
る
こ
の
多
糖
を
で
、
パ
ラ
ミ
ロ
ン
は
生
産
る
反
応
の
種
類
も
豊
富
な
酸
エ
ス
テ
ル
が
あ
る
。
脂
酸
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
i

「
パ
ラ
ミ
ロ
ン
」
と
呼
性
も
高
い
。

の
で
、
応
用
範
囲
が
極
め
肪
酸
は
天
然
に
も
多
く
み
パ
ラ
ミ
ロ
ン
脂
肪
酸
エ
ス
i

ぶ
。

パ
ラ
ミ
ロ
ン
は
グ
レ
て
広
い
。
ら
れ
る
炭
化
水
素
鎖
を
持
テ
ル
は
熱
可
塑
性
、
す
な
~

）
化
成
品
原
料
に

コ
ー
ス
を
約
2
0
0
0分
つ

カ

ル

ボ

ン

酸

だ

が

、

化

わ

ち

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

と

し

i

社
会
実
装
へ

子
、
直
鎖
状
に
結
合
し
た
産
業
技
術
総
合
研
究
所
学
処
理
に
よ
っ
て
パ
ラ
ミ
て
の
性
質
を
持
ち
、
加
熱
i

B

|

(1
.
3
)

ー
グ
ル

（産
総
研
）
で
は
芝
上
基
パ
ラ
ミ
ロ
ン
誘
導
体
の
ロ
ン
に
結
合
す
る
こ
と
が
に
よ
っ
て
軟
化
し
、
冷
や
i

カ
ン
で
あ
る
。
ミ
ド
リ
ム
成
博
士
を
中
心
と
し
て
、
す
と
硬
化
す
る
。
~

シ
細
胞
内
で
は
、
寄
り
集
パ
ラ
ミ
ロ
ン
を
化
成
品
原
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
~

ま

っ

て

直

径

数

窃

店

（

マ

料

と

し

て

活

用

す

る

研

究

を

利

用

す

れ

ば

、

i

イ
ク
ロ
は
1
0
0

万
分
の
を
推
進
し
て
き
た
。
パ
ラ
加
熱
、
冷
却
を
経
~

1

)

の

粒

子

と

し

て

存

在

ミ

ロ

ン

自

体

は

白

い

粉

末

て

接

着

す

る

ホ

ッ

結

果

は

引

張

せ

ん

断

強

度

イ

オ

ベ

ー

ス

・

高

強

度

接

す

る

。

分

子

量

の

バ

ラ

つ

（

片

栗

粉

を

想

像

し

て

ほ

ト

メ

ル

ト

接

着

剤

3

0

炉

殻

と

、

バ

イ

オ

ベ

ー

着

・

易

解

体

・

再

利

用

き

が

非

常

に

少

な

く

、

高

し

い

）

だ

が

、

化

学

反

応

が

で

き

る

。

ス

と

し

て

過

去

最

強

で

、

と

、

ま

さ

に

サ

ー

キ

ュ

ラ

純

度

に

精

製

可

能

な

こ

と

で

種

々

の

官

能

基

を

導

入

産

総

研

の

寺

崎

車

の

車

体

接

着

に

適

合

す

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

（循
環
経

か

ら

、

化

成

品

原

料

と

し

す

る

こ

と

で

、

物

性

を

自

正

博

士

は

フ

ィ

ル

る

強

度

で

あ

る

。

再

加

熱

済

）

実

現

に

必

要

な

要

素

て

も

注

目

さ

れ

る

。

ミ

ド

由

自

在

に

改

変

で

き

る

。

ム

状

に

加

工

し

た

に

よ

っ

て

剥

が

せ

る

易

解

を

兼

ね

備

え

た

ミ

ド

リ

ム

リ

ム

シ

は

増

殖

が

速

く

、

パ

ラ

ミ

ロ

ン

は

官

能

基

導

「

ミ

ド

リ

ム

シ

接

体

性

と

剥

が

れ

た

接

着

面

シ

接

着

剤

の

社

会

実

装

に

着
剤
」
を
用
い
て
を
合
わ
せ
て
加
熱
す
れ
ば
向
け
て
、
産
総
研
は
ま
い

ア
ル
ミ
板
接
着
の
再
接
着
で
き
る
再
利
用
性
進
す
る
。

評
価
を
行
っ
た
。
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
バ
（
木
曜
日
に
褐
載
）

［ミドリムシがためるパラミロン］

ミトリムシ ーよよ二：

:......................... 
［ミドリムシ接着剤］

～パラミロン

化学処理↓脂肪酸の結合

～ 品工テル
ホットメルト接着剤として

◆対アルミの引張せん断強度 30MPa
（バイオベース接着剤として最高クラス）

◆易解体かつ再利用可能

古
回
強
度
・
易
解
体
、
再
利
用
も
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産総研モレキュラー
バイオシステム研究部門
バイオ分子探索研究
グループ主任研究員

氷見山幹基

石川県出身。18年に産総研入所。
たんぱく質や多糖を中心に、生体高
分子の化学修飾による機能化をテー
マに研究中。21年からミドリムシの
テーマに参画し、利用しがいのあ
る、かわいい生き物に日々向き合っ
ている。所属は生命工学領域だが、
専門が化学なので、分子の切り口で
生物に挑む。
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